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1.は じ め に

現在,日 本の書道や篆刻 が,国 際的に正確に理解 されているとは言いがたい.そ

の要因は,歴 史や技法が翻訳 された資料 ・文献があまりに乏 しいか らである.本 稿

では,「 日本篆刻 の歴史」i>,江 戸以降現代にいたる歴史を和文英訳 し,英 語圏の篆刻

研究に資した く思 う.ま た篆刻 に関する和文英訳の課題と展望について言及 したい.

原文は,筆 者がかつて,日 本語で執筆 した ものに加筆修正 した ものである2).

2.日 本の印史一近世(江 戸時代)以 降一(日 文)

(1)近 世(江 戸時代)

①江戸時代は幕藩体制が確立し経済や文化が普及し独自の発展を遂げた.和 様書

は前代か ら受け継がれ,御 家流が公用書体 として採用 され浸透 していた.ま た幕府

による儒学の奨励策 を背景に儒者 ・文人たちの間で唐様書が盛行 し,両 者が共存 し

ていた.黄壁 僧や明の遺臣たちの来朝帰化による中国文化の影響 とも相侯 って,江
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戸の文人趣味は隆盛した．江戸後期は中国で起こった清朝考証学の影響を受け金石

研究の学問も開花した江戸時代は多様な書論が現れたが，細井広沢の『観鴬百讃』，

市川米庵の「米庵墨談』，貝原益軒の『和俗童子訓jなどがあり，言論の研究の進展

が見られる．

②江戸初期の築刻は室町時代の遺風が引き続き行われた儒者藤原慢嵩の「怪

嵩之印」「北肉山人」や，林羅山の「羅山」「白雲斎」などの私印は，前代の形式を

踏襲したものである．また徳川家康が用いた「福徳」「源家康忠恕」や伝馬印は，

戦国武将印の様式に則ったものであるが，儒教の徳目を用いた点に特色がある．

｢源家康忠恕」は「異国渡海朱印状」という特別な許可証に対して使用された．ただ

石川丈山の「石凹」「六六山洞凹凸軍夫」「頑仙子」は，明末の装飾趣味を示してお

り，新生面を切り開いたものといえる．

書画印においては，桃山から江戸初期に出現した寛永の三筆の一人である本阿弥

光悦(1558～1637)は，天才的な工芸家であり，刀剣・蒔絵・陶器に一家をなした．

その方印「光悦」は斬新な風格を備えている．同じく画家俵屋宗達の円印「対青軒」

｢伊年」や，尾形光琳の円印「光琳」「方祝」「潤色」は，日本的で意匠の豊かなもの

である．この様式は後の琳派の画人達の好むところとなった．

③わが国において，印章を鑑賞するようになったのは，江戸初期に古書画の落款

印章が図譜の形式で刊行されてからである．最も初期のものとして寛永20年(1643)

に「君台観左右帳記事』（墨書外題，唐ゐんづくし）が刊行されている．更に正保四

年(1647)に『和漢歴代凹師名印潟図』が，承応元年(1652)に『君台官印」が刊

行されたこれらの書画印の刊本は書画の鑑定に用いられたものであり，書画の落

款印章を作る参考にされた．ただ木版刷りの粗悪なものであり，鑑賞に堪えうるも

のでない．幕末には鑑定の便宜に備えた印譜が刊行された．

④明王朝が1644年に滅亡するに及び，中国から日本に亡命して帰化する人々が多

くいた．長崎を門戸として中国の新しい文化がわが国にもたらされ，それにとも

なって黄薬僧により築刻が伝えられた戴笠(1596～1672)は，承応二年(1653)

に日本に来航し，翌年渡来した隠元につき得度した．名を性易，字を独立，天外一

間人と改めた．彼の自刻の印は見られないが，書に用いられた「'賜菱」「遺世独立」

｢天外一間人」から六書の学に精通し，築刻に深い素養を持っていたことがうかがえ

る．その他来航した禅僧に黙子如定・蘭谷・心越などがいる．心越(1639～1695)

は，延宝五年(1677)に渡来した．はじめ長崎の興福寺に住し，その後江戸に出て，

徳川光閏の招きにより水戸の祇園寺に入り，開山第一世となった．蒙刻を巧みにし

たが，その刻風は明末清初の今体派に属するものである．かれは詩文書画を善くし，

弾琴に長じ，琴譜を存している．祇園寺にその遺作が伝えられている．彼は陳策の

｢韻府古豪草選」を将来した独立・心越は、近代築刻の始祖と見なされている．
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元禄から享保にかけて，心越に刀法を受けたとされる榊原箆洲(1655～1706)が

現れた．わが国最初の鈴印自刻印譜『印纂」を作ったといわれている．彼に築刻に

関する先覚的な著述である『正統印章備考』がある．墓洲と親交のあった今井順斎

も築刻を噌んだ．また細井広沢(1658～1735)は、学問を好み，江戸時代を風廃し

た唐様の基礎を確立した．箪洲・順斎・一峯らと交遊し，ともに兼学を講述し，刀

技を修め，江戸を中心として一派を形成し，わが国の築刻が勃興する機運を作った．

池永一峰(1665～1737)は榊原皇洲の門に入り築刻を善くした．正徳三年(1713)

ころ「一刀万象」三巻を著し，一世に喧伝された．莫洲・順斎・広沢・一峰等は，

長崎からもたらされた明末清初の今体の刻風である．江戸を中心として大きい勢力

を形成したこれらの印人を「初期江戸派」と呼ぶ．初期江戸派の名家たちにより広

められた蒙刻趣味は，門弟たちにより世の中に伝えられ栄えた．広沢の門下である

三井親和や永井昌玄らは初期江戸派に属する印人である．

⑤また初期江戸派にややおくれ，浪華の方面でも明末清初に流行した方豪雑体を

特色とする築刻の風が行われた新興蒙所(1687～1755)が浪華に出現し，この地

の書風は一変する．供山・里東白・都賀庭鐘は蒙所の門下であり，これらの印人を

｢初期浪華派」と呼ぶ．

⑥江戸時代の長崎は，中国文化移入の門戸として重要な地である．この時代の印

人は長崎と何らかの関係をもっている．その第一に挙げられるのが，源伯民(1712

-1793)である．長崎の唐人から刀法を受けた藤永学，彼に学んだ田中良庵，そし

て趨陶斎も長崎出身である．これらの印人を「長崎派」と呼ぶ．

江戸・浪華で今体派の蒙刻が流行したように，京都においても広く行われた．殿

亜岱・憎悟心・終南・林換章・柳里恭等が活躍した．京都に現れた印人は，古体派

と交流を持った者もいるが，多くは今体派に属するものである．日本の築刻を考え

るにあたり，これまであまり高く評価されることのなかった「近体派」はもっと着

目されてよいだろう．「近体派」は，装飾的で俗悪な刻風であるというのが従来の評

価だが，華麗な刻風の中に日本的な「雅」にして繊細な美を見出せる．

⑦江戸中期になると，印聖と称された高芙蓉(1722～1784)が出る3)_芙蓉は学

識に優れ，書画蒙刻を善くし，画は山水を巧みに描いた築刻は彼の最も得意とす

る所であり，当時流行していた明末清初の低俗な方築雑体を退けて，秦漢時代の古

印を尊び復古を提唱した．ただ，当時は秦漢印の実物が見られることは少なく「漢

晋印章図譜』『顧氏集古印譜」『秦漢印統』「蘇氏印略』などを鑑賞していたにすぎな

い．しかし芙蓉は，限られた古銅印から韻致をくみとり，高雅な刻風を創出した．

これにより今体派は一掃され，古体派が打ち立てられた．彼の印譜に「芙蓉軒私印

譜」がある．さらに芙蓉は鑑識に精しく，著述に『漢築千字文』や，『古今公私印

記」の模刻がある．彼は当時著名であった文人や学者と交際したが，中でも柴野栗
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山・韓天寿・池大雅・木村巽斎等とは特に親密であった．

高芙蓉の復古的な刻風は，その門下の印人により広く流布された．逸材は京都・

大阪・江戸の方面に出たさらに地方にも彼の印風は波及し，明治の初めに至るま

で芙蓉派は栄えた．曽之唯(1738～1797)は「芙蓉の影子」と称され，師の風韻を

よく伝えたまた印学に精しく「印語墓』「印籍考」を著した．芙蓉の代表的な門系

を掲げてみる．池大雅・源惟良・葛子琴・前川虚舟・木村巽斎・初世浜村蔵六・稲

毛屋山・杜俊民・余延年など一々枚挙するに遅のないほどである．紀止も蒙刻を善

くし，中でも細刻に長じ芙蓉の称賛を受けた

③蒙刻において最も重要な事は，築文に対する知識があるかどうかということで

ある．初期江戸派以後，明末清初の卑俗な装飾趣味に陥った築刻の風は，築文の字

典や築刻の専門書が刊行されたことにより，正しい方向づけがなされていく．肥後

の村井琴山の『篤古印式」は印式の研究書である．美濃の二村楳山は『十二刀法詳

説』を著し印刀法や鋳法を解説した．秦漢の古印への目覚めにより印学が勃興し，

高芙蓉一派の尚古主義により，秦漢の古印を宗とする古体の風が興るのである．古

体派の理論は，かれの門下である杜徴の著した『徴古印要』に論じられている．そ

れは秦漢貌晋の印を古体とし印の正制とする．そして唐宋以下を今体とし印の偽制

とする．さらに明代の変制を承けた初期江戸派以来の弊風を是正すべきことを説き

古体派の理論づけをした．

日本の古印の研究書として，編集印譜に，穂井田忠友の『埋癖発香』，藤貞幹の

『藤貞幹模古印譜』がある．

水戸は心越以来，築刻に縁の深い土地柄であり，文化・文政年間に立原杏所が現

れた．また林十江は画をよくし築刻に優れた．杏所は今体派の名手であり，十江は

古印に法を取った．

文人学者の間においても，文化・文政のころから頻繁に書画会が催され，築刻を

曙むことは，彼らにとって教養そして趣味の一つとなった．頼春水や頼山陽など頼

家の人たち・篠崎小竹・青木木米・田辺玄々・貫名海屋などは文人趣味の横溢した

風雅な刻風の作を残している．玄々の『玄々釜印譜」は蓋印譜として名高い．

江戸末期になると，芙蓉派の末流が，単に古体派の風を承け継ぐばかりでなく，

新しい要素をつけ加えた独得な一派を形成するものが現れた細川林谷（1782～

1842）は研麗な刻風で知られ，江戸を中心として各地に広がったまた二世浜村蔵

六は深く古印の法を探り，創意を加え一家をなした．また益田勤斎（1764～1833)

は，初期江戸派の流れを汲みつつ新意を出し近代性を加えた．その養嗣子遇所も家

業を継ぎ，益田一家の一派を「浄碧居派」と呼ぶ．「浄碧居派」の刻風は精綴なもの

で，次の明治時代へ受け継がれていく．

⑨また江戸時代は，印判が普及し，幕府や武士の間における公式の生活において
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使用されただけでなく，一般大衆の生活において「はん」が広く普及し日常頻繁に

使用された．公文書・私文書に私印が使用され，商業の上でも欠くべからざるもの

であった．現代における印の使用は，江戸時代にその由来が見られ，現在における

私達のハンコ社会と密接な関係を持っている．

(2)近・現代（明治時代以降）

⑩江戸時代の後半，築刻界を風廃していた高芙蓉門流の古体派も，明治になると

次第に衰微してきたが，その作風は依然として受け継がれていた．京都の中村水竹

は，安政三年勅命を承けて「御府之印」を刻し，慶応3年明治天皇の御璽を刻し，

ついで「大日本国璽」を刻した．かれは明治元年印司に任ぜられ，明治政府は官印

の制度を復興したまた京都に安部井榛堂がおり，やはり同年印司を拝命した明

治七年小曽根乾堂の後を継ぎ，御璽・国璽の金印を完成した．細川林谷の門から羽

倉可亭が出，宮家の印を多く刻している．以上の人達を明治の保守派と呼ぶ．

浜村蔵六（三世）・益田遇所に学んで中井敬所（1831～1909)が現れた蒙刻は初

め明代の蘇輔民に傍い，次いで上は漢蕊六朝に遡ると共に，下は明清諸家の蒙法の

長所を取り入れ，整斉な刻風で一家をなした．また高適な学識により，印学全般，

金石書画の鑑定に従い，「印譜考略正続j「日本印人伝』『皇朝印典j『日本古印大成』

などの稿本を纏め上げた．敬所は精綴な刻技による豪刻とともに，近代の印章学の

基礎を作ったところに功績がある．彼は明治39年（1906)，築刻家として初めて帝室

技芸員に選ばれている．門人に田口逸所・岡村梅軒・岡本椿所・郡司楳所・河田文

所らがいる．

⑪明治元年(1868)5月15日印章制度が復活されたが「太政類典』にその規定

がある．これは「公式令』の規定に基づいたものである．これにより御璽・国璽．

府藩県の各印鑑・各省印が製作された私印については，明治6年(1873)7月5

日の布告により，同年10月1日以後は人民相互の証書に実印を用いることが課せら

れることとなった．ここで公私の別なく日常生活において一般に自署捺印が必要と

なった．

⑫明治から大正にかけての蒙刻界は，先に述べた旧来の刻風を墨守する保守派と，

中国の新風を取り入れ革新的な印を刻す新派に二分される．保守派に属す人に安部

井榛堂・羽倉可亭・浜村蔵六（四世）・中井敬所・山田寒山がいる．山田寒山(1856

-1918)は，芙蓉の古体の特色をよく守り，朴納とした刻風を示している．寒山は

多芸多才で，詩・書・画・築刻・陶芸すべてを善くした．詩は寒山詩の遺響とも言

うべきものであり，言は雅味があふれ，画は墨竹が有名である．蘇州寒山寺の住職

となり，その復興と夜半鐘の新鋳に献身したまた茎臓・五世蔵六・初世蘭台・椿
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所と丁未印社を結成したり，『印章備正』を刊行したり，豊富な話題を残し，明治

大正の印界における特異な存在であった．

新派は，先駆的な業蹟を残した人として精綴な刀風を確立した小曽根乾堂，漸派

の刻風を慕い，わが国にそれを移入した篠田芥津がいる．また初め高田緑雲に修学

したが，中年徐三庚の流麗な作風を追求し，ついで秦漢古印から漸派の技法を取り

入れ，華麗多彩な刻風で知られる中村蘭台（初世)(1856～1915)がいる．彼は木印

を得意とし紐や木額，諸器物などの工芸的な作品を創作し，築刻工芸に功績を残し

た河井茎臓(1871～1945)は，篠田芥津に築刻を学んだが，後渡清し呉昌碩に傾

倒した．その後，幾度も渡清して中国文物の舶載につとめ，わが国の築刻界に新風

を注入した．また金石学・文字学・中国書画の鑑識に精しく，林泰輔に資料提供し

た「亀甲獣骨文字』は名著といえる．『書苑』『支那南画大成」「支那墨蹟大成』など

は彼の監修になる．

他に桑名鉄城・浜村蔵六（五世）らがおり，中国に渡航し新しい築刻の風を取り

入れ，当時の中国印人の洗礼を受けた．大正から昭和にかけてはさらに，多くの印

人が輩出した．古印の蒐集研究に従事し，諸家の長をとり入れて堅実な刻風の園田

湖城がいる．

⑬山田正平(1899～1962)は，弱年山田寒山に従って築刻を学び，後その養嗣子

となった．中国に遊学し呉昌碩・徐星州から画と築刻を学んだ．同郷の会津八一を

欽慕し，小川芋銭の影響を受けた．感興を重んじ豪放雄偉な芸境を開いた．中村蘭

台（二世)(1892～1969)は木印を得意としたが，刻風は装飾的で流蝿である．石井

隻石は東方書道会に属し，長思印会を主宰し『離錨』を発行し後進の指導に尽くし

た．刻風は奔放で自在である．松丸東魚は独学で秦漢古璽印を研究し，古格ある表

現に徹した保多孝三は酒脱な刻風で知られ，書画にも感性豊かな妙味を示した

この時代は日本蒙刻史上一つの黄金期ともいえる時代である．

わが国における明治以降の中国古印の鑑蔵は特筆できる明治の初年までは秦漢

の古印は殆ど知られていなかった．ただ僅かに明人の作った印譜から，その面影を

窺っていたにすぎなかった．明治13年楊守敬が来朝した折，古印を伝えたのが，わ

が国に伝わった最初である．その頃の鑑賞家・蒐集家に男爵郷純造がいる．

さて日本に古印が多く舶載されるようになったのは，辛亥革命(1912年）以後で

ある．当時中国の古文物を蒐集購得する人々が輩出して，中でも京都の大谷豊誠

(禿番)，藤井善助（静堂)，園田穆（湖城)，盛岡の太田孝太郎（夢庵)，東京の中村

鉾太郎（不折)，大阪の上野理一（有竹)，讃岐の大西行稽（見山)，神戸の中村準策

(依水）などは古印の蒐集とともに印譜も刊行した

古銅印譜は太田夢庵，園田湖城が最も系統的に蒐集して，太田夢庵の彪大な蒐集

の三分の二は横田実（漠南）が襲蔵した．また園田湖城のコレクションの大半も横
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田実が入手し，その後，太田・園田コレクションのほぼ三分の一は小林斗童が譲り

受けた．また漠南書庫・横田実の収蔵印譜は，昭和51年東京国立博物館に寄贈され

た．

太田夢庵は「漢貌六朝官印考』「同譜録』(1967年）を刊行し，大谷肇誠は『梅華

堂印賞」(1942年)、また『中国古印図録』(1964年）などを刊行した．大西行稽は羅

振玉が日本で刊行した『馨室所蔵銃印」（正続十二本）の古印724方を得て，現在は

加藤達雄氏が収蔵しており，中村不折のコレクションは書道博物館に収蔵されてい

る．

⑭わが国には一万近い中国古印が収蔵されており，また印譜も豊富に伝えられた

今後古印文字史学の研究がなされ，印学が大成されることが期待される．加藤慈雨

楼の研究は，封泥に着目し，古印研究に一方向指し示したものといえよう．

⑮印章・築刻史研究において，刻印と印譜は大切な資料となるが，市島春城や，

藤山末吉（鳴堂）などが築刻に造詣が深く，その価値を見出し，蒐集・保存に努め

たことは，特筆しておきたい．単なる数寄者の噌好ではない．

3．和文英訳（抄訳）

「日本の印史一近世（江戸時代）以降一」の傍線箇所（①～⑮）関して，和文英

訳をする．固有名詞は専門性からローマ字表記を使用した．また逐語訳でなく大意

による箇所がある．

①IntheEdoperiodofJapan,theshogunatesystemwasestablished,andeconomyand

culturewerespreadthroughthelandanddevelopeduniquelyintheirownway.

②TheengravingartintheearlyEdoperiodsucceededtraditionofthatinthe

Muromachiperiod.

③TheparticularartbegantobeappreciatedinJapaninearlyEdowhensealsand

signaturesofantiquecalligraphicworksandpaintingswerecatalogedandpublished

forthefirsttimeasthecompilationofsealmarkscalledInn〃印譜

④TheMingDynastyfellin1644,andmanyChineserefugeesexiledtoandnaturalized

inJapan.AnewculturewasimportedfromChinatoJapanthroughNagasakiasthe

doorway;thusengravingwasintroducedandspreadthroughthelandbyObaku-shu

monks.

⑤AlthoughslightlybehindthemovementintheearlyEdoperiod,engravingartstook

rootinNaniwainstyleundertheinfluenceofHb"tenZ上1"αj方築雑体,thedecorative

engravingstyleofxiaozhuancharacterswhichwaspopularinChina廿omtheendof
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theMingperiodtotheearlyQingperiod.

⑥DuringtheEdoperiod,Nagasakiwasthecriticalplaceastheonlydoorwaytoimport

Chineseculture;engravingartistsinthisperiodwererelatedtoNagasakitosome

extent．

⑦InthemiddleoftheEdoperiod,anindividualhadcometothe廿ontstageofhistory;

KoFuyo高芙蓉(1722-1784)whowaslaterpraisedasInsei印聖,themasterof

sealing.Hewasadistinguishedscholar,askilledcalligraphicandengravingartistas

wellasapainterofbeautifulSα"s卿j山水,landscapepaintings.Engravingespecially

washisareaofexpertise,andhedeniedthepopularstylecalled〃ひ"た〃Z上7"αifrom

theendoftheMingperiodtotheearlyQingperiod;itwastooflashyandcheapfor

histaste.HeappreciatedancientsealsinQinandHanDynastiesandadvocatedto

restoretheclassicstyle.

③Theessentialfactorinengravingartistheknowledgeofた"”"蒙文,astyleoftext

writtenin形"sﾙo築書character.

⑨TheEdoperiodhadalsoseenaspreadofstampsamongthepublic;theywereused

notonlyintheshogunatesystemamongsamuraisintheirofficiallivesbutalsoby

thegeneralpublicintheirdailylives.Privatesealsandstampswereusedonofficial

andprivatedocuments,andtheybecameindispensableinthebusinesstransactionas

well.UseofstampsinJapanhasitsrootsintheEdoperiod,whichrelatescloselyto

thestamp-orientedsysteminoursocietytoday.

⑩TheclassicstvlemovementledbvKoFuvoschoolwasoncethemainstreaminthe

fieldofengravingduringthelatterpartoftheEdoperiod:Althoughitgraduallywent

intodeclineintheMeijiperiod,thestylehadbeensucceededtogenerations.

⑪OnMay15,1868,thefirstyearoftheMeijiperiod,thegovernmentrestoredtheseal

system,whichwasdescribedin"DajoR""e"”「太政類典｣,thewrittenrecordofthe

MeijiGovernmentadministration,accordingtothe"KoushikiRei"「公式令』,the

Imperialordinancethatdefinedstylesoftheofficialdocumentsystem.ThePrivy

SealofJapan,theGreatSeal,alongwithsealsforlocalgovernmentsorgovernment

agencieshadbeenmanufacturedaccordingly.

⑫ThetwomainstreamsinthefieldofengravingartduringtheperiodfromMeijito

Taishoweretheearlier-mentionedclassicstylemovementforone,andtheinnovative

stylemovementthatcreatedanoveldesignedseal,introducinganewstyle廿om

China,fortheother.Amongtheconservatives,therewereAbeiRekido安倍井榛堂，

HaguraKatei羽倉可亭,HamamuraZoroku(thefourthgeneration)浜村蔵六(四世),

NakaiKeisho中井敬所,andYamadaKanzan山田寒山YamadaKanzan(1856-
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1918)adheredtothetraditionofFuyo'sclassicstyle;hisengravingworkswere

modestandquiet.Hewasapersonwithgreattalentandextensiveskillsandquite

goodatinpoem,calligraphy,painting,engraving,andpottery・Hisversetruly

representedtheechoofHanShanpoem;hiscalligraphywasfullofgraceandhis

bamboopaintingswerequitefamous.HelaterbecamethemasterofHanshan

TempleinSuzhou,China,dedicatedhimselftorestorethetempleaswellastoforge

anewbellforthetemple・Hehadorganizedacompanycalled1℃ibiInshawith

KawaiSenro河井茎瞳,HamamuraZouroku(thefifthgeneration)浜村蔵六(五世),

NakamuraRantai(thefirstgeneration)中村蘭台(初世),andOkamotoChinsho岡本

椿所;healsoissued"んshobisei"「印章備正』,akindofencyclopediaforengraving

art.Indeed,hewasanextraordinarymanwholeftquitemanyepisodesinthecircles

ofengravingartduringMeijiandTaishoperiod.

⑬YamadaShohei山田正平(1899-1962)studiedengravinginhisyouthunderKanzan

Yamadaandlaterwasadoptedtohisfamily.Hethenstudiedpaintingandengraving

abroadinChinaunderWuChangshuo呉昌碩andXuXingzhou徐星州.Hefeltdeep

respectforhisfellowtownsman,YaichiAizu会津八一；hewasinfluencedbyOgawa

Usen小川芋銭;hevaluedsubtletiesofemotion,andhisstyleinartwasboldand

open-minded.

⑭NearlytenthousandpiecesofancientChinesesealswerepreservedinJapan,along

withmanyInpu(compilationofsealmarks).Anextensivestudyonancientseals.

characters,andhistorywillhopefullyleadtoestablishingasystematicgenreinthe

studyofengravingart.

⑮SealsandInpuaresignificantlyvaluablematerialsinthestudyofengraving.We

wanttodrawattentiontoindividualslikeIchishimaShunjo市島春城orFujiyama

Suekichi(Meido)藤山末吉(鳴堂)whohadprofoundknowledgeinthefieldof

engravingandfoundvalueincollectingandpreservingrelevantmaterials:dedication

andcontributionoftheseindividualstothestudyofengravingaretoovaluabletobe

treatedlikeacollector'shobby.

4．おわりに

「築刻」という用語そのものも,Seal-engraving,Engravings,Incisedcharacter.

Sealcarvingなどと訳され，辞典によっていくらか相違している。このことからも，

築刻に関する歴史などの文章の和文英訳は，細心の注意を要しよう4)．

－68－



どの訳を採用するかは訳者の専門知識によるものである．それだけに訳者のすぐ

れた力量や幅広い教養が問われることになる．

これから，築刻に関する和文英訳は，英語を専門とする翻訳者と書道や蒙刻の専

門家とが協議し，適切な翻訳をしていくという共同作業の必要性があろう．その際

における課題を列挙して纏めとしたい．

①
②
③
④
⑤

日本語と英語の「言い回し」の違いを理解する．

長い和文は短文に分けて英訳する

テンス（時制）の違いを理解しておく．

主語に対する動詞が適切か確認する．

ロジカル（文章に矛盾がない）か確認する

【註1

1)日本の築刻史とは，日本における築刻および印章の歴史である

Itisthehistoryofthetenkokuandinsho(seals)inJapan.

2）神野雄二著「日本蒙刻家の研究一山田寒Ill-正平を中心として-J(熊日出版、2017年3月）

3）印聖と称される高芙蓉は，中国と日本の築刻史の築刻を宗として一家を成した．

Heestablishedhisownfamily,esteemingChineseandJapanesehistoricaltenkokucreatedbyKo

Fuyowhoishonoredasinsei(masterofsealing).

4）出頭茂著MoniqueMorley『英語で書I和英書道用語・用例集」（芸術新聞社,2018年

2月)．

【参考文献】

1)『英文日本大事典一カラーペディア/Japan:AnIllustratedEncyclopediaj.

日本の事柄が英語でわかる大事典．フルカラー写真・図版4000点,12.000項目を収める．

2）中田勇次郎(1905-1998)の著作で英訳された書道史に《ChineseCalligraphy(AHistoryof

theartofChina)Hardcover-OctoberI,1983byNakataYujiro(Editor)》がある

3)RyokushuKuiseko:"BRUSHWRITING-CalligraphyTechneiquesforBeginers-"/KODANSHA

INTERNATIONAL,Tokyo,

4)ChristopherJ.Earnshaw:"SHOJapanesecalligraphy-AnIn-depthIntroductiontotheArtof

WritingCharacters-"/CharlesE・TurttleCompany,Vermont&Tokyo.

5)WilliamWillctts:"ChineseCalligraphy-ItsHistoryandAestheticMotivation-"/OxfordUniversity

Press,Oxford.

（じんの．ゆうじ熊本大学大学院人文社会科学研究部教授）
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